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渡邊一弘専修大学法学部教授（専修大学法学研究所事務局長）：定刻となりましたので，これか
ら専修大学法学研究所設立50周年記念公開シンポジウム『対話する国家・社会へ』を開きた
いと思います。本日の司会進行は，専修大学法学部教授白藤博行と同じく法学部教授の私渡
邊一弘が務めさせて頂きます。まず法学研究所所長前川亨より挨拶を申し上げます。
開会の挨拶・企画趣旨説明
前川　亨（専修大学法学部教授・専修大学法学研究所所長）
　皆様，本日は専修大学法学研究所設立50
周年記念公開シンポジウム『対話する国
家・社会へ』にようこそご来場下さいまし
た！　私は，所長を務めております前川と
申します。まず，私の方から，開会のご挨
拶と企画の趣旨説明とをさせて頂きたいと
存じます。
　専修大学法学研究所は1967年に設立され，
2017年に設立50周年を迎えた，法学部附置
の研究所であります。この大きな節目を迎
えるに当たり，当研究所では，設立以来の
幾星霜に想いを馳せつつ，しかも未来を展望するような企画を実現するべく，本日の
司会進行をも務められる白藤博行元所長を中心に，慎重に検討を進めて参りました。
その結果，『対話する国家・社会へ』というテーマを掲げて公開シンポジウムを開催し
よう，そしてこのテーマに大きな示唆を与えて下さった埼玉大学名誉教授の暉峻淑子
先生に基調講演をお願いしよう，ということに決しまして，これまで準備を重ねて参
りました。まず，このようなテーマを設定したその意図からご説明したいと思います。
　この公開シンポジウムにおける最も重要なコンセプトは言うまでもなく「対話」で
すが，これを従来の法律学・政治学の枠内で扱うのはなかなか難しいことであります。
なぜならば，法的関係にせよ政治的関係にせよ，その背後には力（強制力，権力）の存
在が前提とされているからです。法規範をその他の規範（例えば道徳規範）から区別す
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る一つの主要な基準が，強制力を背後に有するか否かであることは言うまでもありま
せん。法の執行は多くの場合「命令」の形をとって行われます。また，マックス＝ウェ
ーバーが「政治はその背後にある暴力という悪魔と手を結ぶ営みである」と述べたよ
うに（『職業としての政治』），政治はその本質において力（権力，暴力）と不可分です。
そして，強制や命令が行われる社会関係に「対話」の余地が無いことは明らかです。
　しかし，法的関係や政治的関係がその本質として力（強制力・権力）の契機と不可分
であることは，そうした社会関係において常に力（強制力・権力）がむき出しになって
いることを意味しません。むしろ，法的関係，政治的関係が安定的に機能している社
会ほど，却って権力の行使が少なくなるというパラドックスが存在します。「刑務所
が満員であることは国家の名誉ではなくして不名誉です」（丸山真男）。強制や命令を
頻発せねばならない状況とは，実は法的関係が崩壊の危機に瀕し，社会の亀裂や分裂
が修復不可能な事態にまで亢進していることの表われであります。一たび崩壊してし
まった社会関係を再統合し，法的関係と政治的関係の安定を取り戻すのは容易ではあ
りません。社会関係におけるこうした負の要素を最小化するためには，力（強制力・
権力）の実際上の行使を最小化することを目指す必要があります。
　従来の法律学や政治学は，「力（強制力・権力）をいかに適正に使うか」に中心的な課
題を見出してきました。しかし，社会構造の複雑化，価値観の多様化，様々なソフト
パワーの出現など新たな状況の中で，個々人や各種社会諸集団の多様性と独自性を保
持しつつ，社会関係が亀裂と分裂に向かわないようにするためには，むしろ「力（強制
力・権力）をいかにして使わない
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か」に関心を向けねばなりません。力（強制力・権力）
を可能な限り使わないで済ますためのキーワードとなるのが「対話」です。「対話」す
る社会関係がどれだけ広範に構築されているかは，その社会がどこまで「多様性を保
ちつつ秩序性を失わない安定的な社会」であるかのメルクマールと言えます。私たち
がそのような社会の構築を目指すならば，「対話する国家・社会」の構築の可能性を模
索しなければならないのです。このことを説得的に論じたのが，本日，基調講演を頂
きます暉峻淑子先生の『対話する社会へ』（岩波新書，2017年）であります。
　「対話」という語は一見，平凡なようです。私たちは日頃から「対話」をしながら生
活をしております。人間の集団生活において「対話」は必須の要素であり，今更事新
しく取り上げるには及ばないように思われるかも知れません。しかし反面，「対話」す
る人間関係・社会関係の構築がいかに難しいかもまた，私たちは日々，様々なレヴェ
ル，様々な局面で自ら体験し，或いは見聞しているのではないでしょうか。「如何にし
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て対話する国家・社会を構築していくか」が重要なテーマとして浮かび上がってくる
所以です。
　「対話」とは，そもそも多様な考え方の併存を前提とした行為です。単一の考えしか
無い場合に，「対話」する必要は無い筈だからです。福沢諭吉が「自由の気風は唯多事
争論の間に在りて存す」（『文明論之概略』第二章）というのも，多様な意見の併存の持
つ積極的な意義に注目したものと言えましょう。多様な考えの併存を相互の不信と対
立へと方向づけるのか，それとも福沢のいう「自由の気風」の伸張へと方向づけるの
か。それは，ひいては私たちが憎しみと分断の社会（世界）で生存するのか，自由で個
性が尊重される社会（世界）で生存するのかの分岐点となるに違いありません。
　歴史を振り返ってみると，社会契約説の思想もまた，こうした社会的な「対話」をモ
デル化したものと見ることも出来そうです。「契約 contract」の概念は通常，立場を異
にする複数の対等な当事者の存在を前提として成り立つ社会関係を指すのだからです。
社会契約の思想が近代社会の形成の理論的背景となったことは言うまでもありません。
そのことの積極的な意義を否定するのではなく，むしろ肯定し継承しながら，しかも
私たちは，功罪相半ばするグローバル化の時代に新たに対応するかたちでの「社会契
約の結び直し」を追求すべきではないでしょうか。主権国家体制が全世界を蔽うに至
った20世紀を突き抜けた我々21世紀の住人は，否応なしに，その課題に直面せざるを
得ないのです。私たちは，このような考えのもと，このシンポジウムを企画しました。
　このシンポジウムは，その全体がいわば重層する「対話」の試みであります。まず，
何よりそれは，「対話」についての「対話」であります。このような試みは，哲学・思
想方面では行われたことがあるかも知れませんが，社会科学とりわけ法律学・政治学
の分野では極めて稀であるに違いありません。また，第１部でご講演頂く暉峻先生は
世代としては私の母親よりももっと上の世代に属しておられ，ご専門の分野は広い意
味での経済学です。その暉峻先生の基調講演を，30代，40代，50代，60代それぞれの世
代に属する，法律学・政治学の各分野の研究者がそれぞれに受け止めて，それと「対
話」するのが個別企画です。暉峻先生の基調講演と個別企画との間がやはり「対話」
なのであります。それだけではありません。第２部の個別企画のセクション①は国際
政治と国際法，セクション②は法社会学と刑法，そしてセクション③は民法（医事法）
と憲法，という，異なる研究領域相互の「対話」でもあります。そのことを強調するた
めに，白藤先生のアイデアで，通常は「対論者」とか「コメンテーター」と称するとこ
ろを，敢えてここでは「対話者」と称しています。暉峻先生の基調講演と個別企画と
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の「対話」，個別企画内での報告者と対話者との「対話」に続いて，更に，フロアの皆さ
んをも交えた「対話」を積み重ねていきます。このような「対話」の積み重ねこそが，
現代社会において求められているものではないでしょうか。それによって，一つの対
象についての多様な見方が総合され，新たな発見が生まれ，問題を解決する糸口が発
見されるかも知れません。
　先に申しましたように，DialogueとかDialektikとかは哲学・思想の分野では取り上
げられることの少なくないテーマですが，それを法律学や政治学の分野で論じること
はなかなか難しく，個別企画の報告者の先生方は苦心をされましたが，結果的には，
「対話」の問題を根本から考えるのに相応しいテーマが揃ったと自負しております。
長時間に亘りますが，これから「重層的な対話」を始めたいと思います。最後までお
付き合い下さい。（拍手）
渡邊：それでは，早速，第１部として，埼玉大学名誉教授暉峻淑子先生から，「対話する力と
は何か」と題して基調講演を頂きます。
白藤博行専修大学法学部教授：暉峻先生からお話を頂く前に，私の方から少しだけ，ご紹介
をさせて頂きます。暉峻先生は，岩波新書だけをとりあげても，『豊かさとは何か』（岩波新書，
1989年）をはじめとして，４冊もお書きになっておられる，とても著名な先生でいらっしゃい
ます。私の母と同い年でいらっしゃいまして，私は秘かに「東京の母」とお慕い申し上げて
おります（笑）。先生が最近出された『対話する社会へ』にはかなりショッキングな帯がつい
ております。「戦争の反対語は平和ではなく，対話です」というのは，法律論をやっている人
間からすると，いささかぎょっとする衝撃的な表現なのですが，それだけに本質を言い当て
ているなと思いました。内容を
読ませて頂くと，なおさらその
ことがはっきりしますので，皆
さん，ぜひお読み頂ければ幸い
です。
　私が暉峻先生とお近づきにな
れたのは，今先生がお住まいの
練馬区で，１日10万台の車が通
る関越自動車道の高架下に，高
齢者施設を造るという計画が持
ち上がったことがきっかけでし 司会・進行：白藤博行教授（左），渡邊一弘教授（右）
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た。危なくて排気ガスで汚れ，騒音のうるさいところにお年寄りの方々の憩いの場を造るな
んて，とんでもない話だ，練馬区は何を考えているんだということで，ご相談を受けたのが
始まりでした。先生は物事の本質を鋭く見抜き，ご自分が暮らす地域の皆さんとともに生き
る卓越した対話力をお持ちであると拝察致しております。本日は，第１部での先生のお話と
第２部での法律学者・政治学者との対話が上手くいくかどうか，いささか不安もございます
が，皆さんのご協力をたまわり，ぜひとも成功させたいと思っております。以上，暉峻先生
のご紹介になったかどうか分かりませんが，先生のお話をまずは一時間ほどお聴きしたいと
思います。よろしくお願い致します。
